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蕊
岡
轟

㊨
青
森
支
部

◎
青
森
支
部
定
時
総
会
開
催

平
成
2
7
年
6
月
3
日
午
後
、
労
働
福
祉
会
館
で
、

第
1
7
回
電
友
会
青
森
支
部
定
時
総
会
を
開
催
し
ま
し

た
。
ご
来
賓
と
し
て
N
T
T
東
日
本
伊
藤
保
彦
青
森

支
店
長
他
3
名
の
方
を
お
迎
え
し
ま
し
た
。
総
会
は
、

成
田
支
部
長
か
ら
の
挨
拶
、
ご
来
賓
の
方
々
か
ら
の

ご
祝
辞
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
議
事
で
は
、
事
務
局

か
ら
、
「
平
成
2
6
年
度
事
業
報
告
に
つ
い
て
」
、
「
平

成
2
6
年
度
収
支
決
算
報
告
書
並
び
に
会
計
監
査
報
告

に
つ
い
て
」
、
「
平
成
2
7
年
度
事
業
計
画
（
案
）
　
に
つ

い
て
」
、
「
平
成
2
7
年
度
収
支
予
算
（
案
）
　
に
つ
い
て
」

の
提
案
を
行
い
ま
し
た
。
弘
前
地
区
か
ら
、
東
北
地

方
本
部
の
新
規
会
員
拡
大
施
策
で
あ
る
〝
新
入
会
員

に
対
し
て
ク
オ
カ
ー
ド
の
贈
呈
〃
を
活
用
し
、
青

森
支
部
を
あ
げ
て
積
極
的
に
会
員
拡
大
を
図
っ
て

地
区
か
ら
の
提
案
を
含
め
て
満
場
一
致
で
承
認
さ
れ

ま
し
た
。
総
会
終
了
後
、
ご
来
賓
を
交
え
た
懇
親
会

が
行
わ
れ
、
和
気
あ
い
あ
い
の
雰
囲
気
で
親
睦
を
深

め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

⑳
青
森
地
区
電
友
会

◎
青
森
地
区
電
友
会
定
時
総
会
開
催

6
月
1
8
日
午
後
、
労
働
福
祉
会
館
で
、
「
第
2
4
回

青
森
地
区
電
友
会
定
期
総
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

ご
来
賓
と
し
て
N
T
T
東
日
本
青
森
支
店
坂
井
博

行
企
画
総
務
部
門
長
他

3
名
の
方
を
お
迎
え
し

ま
し
た
。
定
期
総
会
は
、

成
田
会
長
か
ら
の
挨
拶
、

ご
来
賓
を
代
表
し
、
N

T
T
東
日
本
青
森
支
店

坂
井
博
行
企
画
総
務
部

門
長
か
ら
ご
祝
辞
を
い

い
き
た
い
。
ク
オ

カ
ー
ド
は
、
青
森

支
部
で
立
替
え
し

て
は
し
い
と
の
提

案
が
あ
り
ま
し
た
。

提
案
事
項
と
弘
前

桟横合庵

た
だ
き
ま
し
た
。
議
事
で
は
、
事
務
局
か
ら
、
「
平

成
2
6
年
度
事
業
報
告
に
つ
い
て
」
、
「
平
成
2
6
年
度
事

業
収
支
決
算
報
告
書
並
び
に
会
計
監
査
報
告
に
つ
い

て
」
、
「
平
成
2
7
年
度
事
業
計
画
（
案
）
に
つ
い
て
」
、
「
平

成
2
7
年
度
事
業
収
支
予
算
（
案
）
　
に
つ
い
て
」
　
の
提

案
を
行
い
ま
し
た
。
提
案
事
項
は
満
場
一
致
で
承
認

さ
れ
ま
し
た
。
総
会
終
了
後
、
ご
来
賓
を
交
え
た
懇

親
会
が
行
わ
れ
、
和
気
あ
い
あ
い
の
雰
囲
気
で
親
睦

を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

㊨
弘
前
地
区
電
友
会

◎
電
信
電
話
記
念
日
N
T
T
退
職
者
祝
賀
会
開
催

平
成
2
6
年
1
0
月
2
3
日
・
ナ
ク
ア
シ
テ
ィ
弘
前
に
お

い
て
盛
大
に
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

参
加
者
は
退
職
者
7
9
名
を
始
め
、
来
賓
及
び
N
T

T
幹
部
等
計
9
0
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

総
合
司
会
は
電
友
会
理
事
三
上
走
勝
さ
ん
が
務
め
、

最
初
に
弘
前
地
区
電
友
会
島
津
会
長
の
主
催
者
側
代

表
の
挨
拶
、
引
き
続
き
N
T
T
弘
前
支
店
会
津
支
店

長
の
挨
拶
、
そ
の
後
黒
石
退
職
者
の
会
大
平
会
長
の

乾
杯
の
音
頭
で
祝
宴
が
和
や
か
に
始
ま
り
ま
し
た
。

懇
親
会
で
は
参
加
者
同
士
旧
交
を
温
め
あ
い
・
余

興
は
葛
西
甫
子
さ
ん
、
阿
保
芳
子
さ
ん
の
か
く
し
芸

に
N
T
T
会
津
弘
前
支
店
長
と
弘
前
退
職
者
の
会
田

口
会
長
が
飛
び
入
り
で
披
露
、
ま
た
田
滞
妙
さ
ん
に

よ
る
自
慢
の
ハ
ワ
イ
ア
ン
ダ
ン
ス
の
披
露
で
会
場
は

大
い
に
盛
り
上
が
り
時
間
の
経
過
を
惜
し
む
程
の
盛

況
ぶ
り
で
あ
り
ま
し
た
。

最
後
に
、
好
評
の
抽
選
会
（
N
T
T
・
N
T
T
グ

ル
ー
プ
企
業
・
N
T
T
労
組
提
供
の
各
賞
品
あ
り
）

が
始
ま
り
、
当
選
者
が
呼
上
げ
ら
れ
る
度
に
、
あ
ち

こ
ち
で
歓
声
や
・
た
め
息
が
？
　
出
る
な
ど
楽
し
い
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一
日
を
過
ご
す
こ
と
が
出
来
た
事
に
N
T
T
を
は
じ

め
関
係
機
関
等
の
ご
協
力
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

来
年
も
元
気
に
再
会
す
る
こ
と
を
お
互
い
に
誓
い

合
い
な
が
ら
、
弘
前
退
職
者
の
会
田
口
会
長
の
乾
杯

で
お
開
き
と
な
り
ま
し
た
。

士
か
ら
貰
う
の
は
少
な
か
っ
た
。

歴
代
の
殿
様
で
特
に
子
供
の
多
か
っ
た
殿
様
は
5

代
藩
主
信
興
と
8
代
藩
主
信
真
で
あ
る
。

5
代
藩
主
信
興
は
1
7
～
4
1
歳
ま
で
2
5
年
間
在
位
し

㊨
爪
声
地
区
電
友
会

◎
文
化
講
演
会
開
催

「
八
戸
藩
主
の
系
図
と
側
室
た
ち
」
と
題
し
て
今

年
も
八
戸
歴
史
研
究
会
会
長
三
浦
忠
司
先
生
を
講
師

に
平
成
2
6
年
1
1
月
1
4
日
八
戸
福
祉
公
民
館
に
て
開
催

した。昨
年
は
八
戸
港
が
開
藩
し
て
か
ら
3
5
0
年
、
八

戸
港
が
盛
岡
藩
か
ら
独
立
し
た
の
は
、
寛
文
4

（
1
6
6
4
）
年
江
戸
幕
府
よ
り
6
0
年
後
で
、
南
部

家
当
主
の
南
部
重
直
が
跡
継
ぎ
を
決
め
ず
、
遺
言
1

つ
も
残
さ
ず
坐
去
し
た
た
め
、
本
来
な
ら
南
部
家
は

取
り
つ
ぶ
さ
れ
て
も
お
か
し
く
な
か
っ
た
。
幕
府
は

南
部
家
が
伝
統
あ
る
家
柄
で
あ
る
こ
と
に
配
慮
し
て

藩
の
取
り
潰
し
を
避
け
た
上
、
盛
岡
1
0
万
石
を
2
人

の
弟
七
戸
重
信
に
盛
岡
8
万
石
を
、
中
里
直
房
に
八

戸
で
2
万
石
を
与
え
、
家
名
存
続
を
許
し
た
。

こ
の
2
万
石
が
八
戸
藩
で
あ
る
。
八
戸
藩
は
初
代

藩
三
直
房
か
ら
9
代
藩
三
信
順
ま
で
続
い
た
。

殿
様
は
大
名
の
家
か
ら
嫁
を
貰
う
の
が
通
常
で
武

1
0
人
の
側
室
が
お
り
、

1
2
男
1
2
女
の
子
供
が
生

ま
れ
、
ま
た
8
代
藩
主

信
真
は
1
9
～
6
4
歳
ま
で

4
7
年
間
在
位
し
4
人
の

側
室
が
お
り
、
‖
男
9

女
の
子
供
が
生
ま
れ
て

い
る
。
こ
の
時
代
生
ま

参
加
者
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

始
め
に
米
田
会
長
か
ら
挨
拶
が
あ
り
、
早
速
5
0
分

ゲ
ー
ム
3
回
戦
の
開
始
と
な
り
ま
し
た
。

「
4
人
関
係
ト
ラ
ン
プ
」
は
青
森
県
地
方
独
特
の

ゲ
ー
ム
で
あ
っ
て
、
個
人
戦
ゲ
ー
ム
で
あ
る
。
青
森

県
内
で
は
昭
和
5
0
年
代
に
大
流
行
し
た
ゲ
ー
ム
で
あ

り
各
参
加
者
に
と
っ
て
は
、
年
1
度
の
ト
ラ
ン
プ

ゲ
ー
ム
と
あ
っ
て
昔
と
っ
た
杵
柄
で
も
あ
り
、
懐
か

し
く
も
あ
り
、
札
を
配
る
手
つ
き
も
鮮
か
で
1
回
戦

か
ら
2
回
戦
へ
と
進
む
に
つ
れ
て
昔
の
勘
も
戻
り
、

張
り
詰
め
た
空
気
の
中
で
歓
声
や
、
エ
ラ
ー
に
よ
る

悲
鳴
も
出
る
な
ど
楽
し
い
時
間
も
、
あ
っ
と
い
う
間

れ
る
子
供
も
多
か
っ
た
が
早
世
す
る
子
供
も
多
か
っ

た。
正
室
の
子
供
を
本
服
と
言
い
、
側
室
は
子
供
を
生

み
育
て
る
の
で
は
な
く
生
む
だ
け
の
よ
う
だ
っ
た
。

江
戸
時
代
に
八
戸
藩
が
立
藩
し
て
か
ら
3
5
0
年
の

節
目
の
年
あ
た
り
八
戸
市
で
は
三
社
大
祭
や
花
火
大

会
で
特
別
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
る
な
ど
、
開
藩
に
係

わ
る
行
事
が
行
わ
れ
た
。
今
回
の
「
八
戸
藩
主
の
系

図
と
側
室
た
ち
」
　
の
講
演
を
聞
き
歴
史
に
思
い
を
馳

せ
た
時
間
で
し
た
。

◎
新
春
ト
ラ
ン
プ
大
会

平
成
2
7
年
2
月
6
日
午
後
1
時
か
ら
八
戸
市
福
祉

公
民
館
和
室
に
於
い
て
、
恒
例
と
な
っ
た
電
友
会
主

催
新
春
ト
ラ
ン
プ
大
会
が
女
性
3
名
を
含
む
2
4
名
の

に
過
ぎ
3
時
間
に
亘
る

ゲ
ー
ム
も
終
了
と
な
り

ま
し
た
。
引
き
続
き
結
果
発
表

と
表
彰
式
を
行
い
大
会

閉
会
と
な
り
ま
し
た
。

結
果
は
つ
ぎ
の
と
お

り
○

優
勝
佐
々
木
モ
ト
ヱ
　
準
優
勝
佐
々
木
恵
美
子

今
回
は
会
員
以
外
の
O
B
の
方
に
も
参
加
の
呼
び

か
け
を
し
た
こ
と
と
、
特
記
す
べ
き
事
は
大
会
始
っ

て
以
来
初
め
て
、
見
事
・
女
性
が
優
勝
、
準
優
勝
し

た
大
会
で
あ
り
ま
し
た
。

◎
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
愛
好
会
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】

H26．12．16　修光園にてH26．12．16　福寿荘にて
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2
7
年
度
の
例
会
は
4
月
2
日
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た
。
施
設
を
利
用
す
る
団
体
が
多
く
な
っ
て
い
る

今
日
、
再
び
抽
選
で
公
園
利
用
が
で
き
る
の
で
、
一

同
、
喜
ん
で
い
ま
す
。

活
動
目
標
「
明
る
く
、

楽
し
く
、
元
気
よ
く
」
を

モ
ッ
ト
ー
に
例
会
を
進
め

て
お
り
ま
す
が
、
5
月
2
8

日
早
速
、
春
季
大
会
を
開

催
し
ま
し
た
。
結
果
は
、

次
の
と
お
り
。

優
　
勝
　
長
島
　
和
雄

準
優
勝
　
和
田
　
季
雄

今
年
も
新
人
3
人
の
加

入
を
含
め
、
一
層
の
技
術

向
上
に
む
け
て
頑
張
ろ
う

と
一
同
張
り
切
っ
て
お
り

ます。
◎
手
芸
ク
ラ
ブ
。
介
護
施
設
を
慰
安
訪
問

平
成
2
6
年
1
2
月
1
6
日
に
N
T
T
・
O
B
八
戸
の
手

芸
ク
ラ
ブ
の
メ
ン
バ
ー
が
、
市
内
の
養
護
老
人
ホ
ー

ム
「
修
光
園
」
と
「
福
寿
荘
」
を
慰
安
訪
問
し
ま
し
た
。

会
員
は
、
今
年
ク
ラ
ブ
活
動
で
編
み
続
け
た
作
品

を
持
参
膝
掛
け
、
帽
子
、
マ
フ
ラ
ー
、
ク
ッ
シ
ョ
ン
、

な
ど
を
「
暖
か
さ
が
届
き
ま
す
よ
う
に
」
と
、
入
所

中
の
皆
様
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
し
た
。

入
所
中
の
皆
様
か
ら
は
、
大
層
な
感
謝
の
言
葉
を

頂
き
ま
し
た
。
会
員
た
ち
は
、
こ
れ
ま
で
の
苦
労
が

報
わ
れ
そ
し
て
、
今
年
の
目
標
が
達
成
さ
れ
た
こ
と

に
感
激
し
て
い
ま
し
た
。


